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日 時：平成28年 2 月 3 日（水）  会場：東京都港区虎ノ門 2− 9
発明会館ホール

　平成27年度「防止セミナー」は、平成28年 2 月 3
日（水）、発明会館ホール（東京都港区虎ノ門）にお
いて、（公社）全国防災協会の主催、（一財）北海道河
川財団、（一社）東北地域づくり協会を始めとする各
地方の地域づくり協会及び協会の協賛、また国土交
通省、気象庁の後援により開催しました。
　本年度は、国土交通省の各地方整備局の方々を始
め、各都道府県市町村の職員・賛助会員、協賛され
た各地域づくり協会等の防災エキスパート、全国防
災協会の災害復旧技術専門家、その他、建設関係企
業の方々等、約240名のご参加をいただき、災害時
の適切な避難のあり方を中心とした、防災にかかわ
る最新情報について最後までご熱心に聴講されてい
ました。
　当日は、午前10時に開会され、はじめに当協会の

陣内孝雄会長より主催者あいさつがあり、来賓とし
てご出席いただいた、金尾健司国土交通省水管理・
国土保全局長よりご挨拶を賜りました。金尾局長に
おかれましては、ご多忙中にも関わらず、防災セミ
ナーの参加の皆様方に最新の防災行政を踏まえた挨
拶を賜わりましたこと、本紙をお借りして感謝申し
上げます。誠にありがとうございました。
　本防災セミナーは、防災対策や災害復旧業務に携
わる国土交通省や地方公共団体及び建設関係企業等
の関係職員に対し、今後、発生が予測される首都圏
直下型地震や東南海地震等による大規模災害にも備
えた、防災体制等を強化するための一環として、事
前対策や発生時における危機管理等のあり方及びそ
の後の復興 ･復旧計画等について、高度な専門知識
を有する学識経験者や専門家、行政担当者等からア

平成27年度 防災セミナー開催

公益社団法人全国防災協会



平 成 28 年  3  月  1  日 防 災 （3）第 801 号

主催者挨拶（陣内孝雄 会長） 来賓挨拶（金尾健司 局長）

ドバイスをいただくことを目的に毎年開催され今回
で通算33回目を迎えるものです。
　今年度は、平成27年 9 月関東・東北豪雨での避難
への課題を踏まえ、「適切な避難のあり方」をテー
マに、気象庁予報部予報課気象防災推進室の板井防
災気象官より同豪雨災害を踏まえた、「段階的・早
めの対応判断を支援する防災気象情報を目指して」、
同豪雨の概要及び防災気象情報の種類と気象警報の
発表基準とリードタイム、気象庁が準備を進めてい
る防災気象情報のあり方と住民自らが地域にせまる
危険を把握できる仕組みを目指し、その改善に向け
た検討状況などについてご説明頂きました。内閣府
政策統括官（防災担当）付森本企画官（調査・企画
担当）には、関東・東北豪雨を受けた取り組みとし
て中央防災会議の「水害時の避難・応急対策検討ワ
ーキンググループ」の検討状況について、これまで
の大規模水害対策及び検討テーマとして、①テーマ
１避難行動のあり方、②テーマ ２事態の進展に応じ
た情報提供のあり方、③テーマ ３応急対策を支える
仕組み・支援、④テーマ ４避難生活の環境整備と再
建早期化、⑤テーマ ５ボランティアと行政の連携・
協働、⑥テーマ ６地域における防災力の向上につい
て紹介頂きました。
　休憩を挟み、特別講演として東京大学大学院情報
学環総合防災情報研究センター長の田中淳教授から
「新たな減災に向けた避難を考え直す」ため、関東・
東北豪雨での避難についていくつか課題が顕在化さ
れたことを踏まえ、①大津波警報やハザードマップ、
規範を踏まえた避難の実態はどうだったのか、②垂
直避難、リードタイム、計画の津波を踏まえた避難

の仕方の再考及び③避難に資する情報のあり方につ
いて、説明をいただきました。これらの課題を解決
するうえで、体系的な検討が必要であり、3.11（東
日本大震災）以降の論点提示とあるべき方向性につ
いて提示されました。国土交通省水管理・国土保全
局河川計画課林正道河川事業調整官に「関東・東北
豪雨の概要と対応について」その被害状況と課題、
避難を促す緊急行動の取り組み状況、大規模氾濫に
対する減災のための治水対策小委員会での答申を踏
まえた住民目線のソフト対策と洪水を安全に流すた
めのハード対策を連携させた水防災意識社会再構築
ビジョン及び国、県、常総市など 7市町が主体とな
り、ハードとソフトが一体となった「鬼怒川緊急対
策プロジェクト」について取り組み状況の説明があ
りました。
　その後、避難に係る先進事例として、（公財）リバ
ーフロント研究所土屋信行理事（元江戸川区土木部
長）より「江戸川区の避難計画を例とした広域避難
のあり方」、河川氾濫は自治体を超えた河川氾濫が
多く、犠牲者を減らす避難勧告、避難指示の課題と
あり方について、江戸川区避難計画をもとに説明さ
れました。最後に、NPO環境防災総合政策研究機
構環境・防災研究所松尾一郎副所長より「タイムラ
イン防災の実践とその効果」について、同氏が自ら
指導し策定された三重県紀宝町でのタイムライン策
定の取り組み、実災害での効果、タイムラインは地
域と防災機関をつなぎ、連携した防災対応が可能に
なることを実践例について挙げ、説明されました。
　ご協力を頂いた各講師の方々、また同セミナーを
受講された皆様方には、心よりお礼申し上げます。
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講　師　紹　介

気象庁 予報部 予報課 気象防災推進室
防災気象官　板　井　秀　泰

平成27年 9 月関東・東北豪雨と気象情報
～段階的・早めの対応判断を支援する防災気象情報を目指して

内閣府政策統括官（防災担当）付
企画官（調査・企画担当）　森　本　　　輝

関東・東北豪雨を受けた取組
～水害時の避難・応急対策検討WGについて～

（公財）リバーフロント研究所
理事（元 江戸川区土木部長）　土　屋　信　行

広域避難のあり方
（江戸川区避難計画を事例として）

NPO環境防災総合政策研究機構
環境・防災研究所 副所長　松　尾　一　郎

タイムラインの効果とその実践

東京大学 大学院 情報学環総合防災情報
研究センター長 教授　田　中　　　淳

新たな減災に向けた避難を考え直す

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課
河川事業調整官　林　　　正　道

　 平成27年 9 月関東・東北豪雨の概要と
　 対応について



平 成 28 年  3  月  1  日 防 災 （5）第 801 号

『災害対策等緊急事業推進費』
平成28年度要求地区募集について

―平成28年度第 1回配分募集【平成28年 4 月 1 日～ 5月 9日（予定）】―

国土交通省国土政策局広域地方政策課調整室

１ ．はじめに
　災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被
災した地域における再度災害の防止対策を機動的に
実施するための経費として平成17年度に創設されま
した。
　これまで、制度創設から平成27年度までの11年間
において約1,252億円（国費）、720件の配分を行っ
ています。
　本推進費は年度途中であっても、迅速に対策を行
うための予算を配分し、住民や利用者の安全・安心
の確保を図る制度です。自然災害が発生し、緊急な
対応が必要となった際に活用をご検討いただけるよ
う、制度の概要や平成28年度要求地区募集のご案内
及び活用事例について紹介します。

２ ．制度の概要
⑴　制度のポイント
①　各省所管の幅広い分野の公共事業を対象に再
度災害の防止対策等を実施
②　災害復旧事業による原形復旧に併せて、施設
の防災機能の強化・向上を図ることが可能
③　自然災害を受けた地域において、公共土木施
設自体の被害が無い場合でも防災機能の強化・
向上を図ることが可能
④　他地域での被災を契機として、未被災地にお
いて、災害防止対策を実施することが可能
⑤　年度途中に予算を緊急配分（年 ３回の配分を
予定 ※平成28年度配分スケジュール案参照）
⑥　国庫補助率及び地方財政措置は、本推進費を
使用して行う各対象事業で定められた率や内容
と同様。さらに、地域開発特例法等で、特別に
負担率、補助率の嵩上げの措置が図られている
場合についても同様
⑦　必要に応じて対策工事に係る用地費及び補償
費や測量設計費も対象
⑧　年度内予算執行が基本であるが、やむを得な
い理由による明許繰越も可能

⑵　平成28年度予算及び配分スケジュール案
　平成28年度予算：１４８．１３億円（国費ベース）

平成28年度配分スケジュール案

区　分 募集期間 配分予定時期

第 １回 ４月 １日～ ５月 ９日 ６月下旬

第 ２回 ５月10日～ ７月下旬 ９月中旬

第 ３回 ８月上旬～10月上旬 11月中旬

４ 月 １ 日、国土交通省ホームページで公表予定
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⑶　制度の要件
　住民の安全・安心の確保に資する対策であり、か
つ、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、
噴火、地すべり、山崩れ、崖崩れその他の異常な自
然現象により生じる災害で、次の要件のいずれかを
満たすものが対象です。
　①　降雨
　　ａ　24時間雨量が80㎜以上の降雨により発生し

た災害
　　ｂ　１時間雨量が20㎜以上の降雨により発生し

た災害
　②　強風
　　・最大風速が15ｍ/秒以上の風により発生した

災害
　③　豪雪、高潮、地震、津波、噴火、地すべり、
山崩れ、崖崩れその他の異常な自然現象により
発生した災害

　　・被害の程度が比較的軽微と認められない災害

⑷　予算要求から配分までの流れ
　本推進費の予算は、当初予算編成の段階では支出
先の予算科目を定めない目未定経費として一括計上
されます。
　年度途中に発生した自然災害等を受けて、都道府
県等の事業主体が「災害対策緊急事業計画書（様式
３枚）」を作成し、当該事業の所管部局を通じて国
土政策局に提出します。この事業計画に基づいて、
財務省と協議を行い、配分決定の後に各事業の所管
省に対し予算の移替等により配分されます。配分後

は各事業制度に準じて執行していただきます（図−
1　予算配分のイメージ参照）。

３ ．最近の活用事例
　最近の活用事例について紹介します（平成27年
度）。
　事例①は、関東・東北豪雨により河川の流下能力
不足のため河道から溢水したため、浸水被害や市道
の通行止めが発生しました。河川改修については防
災・安全交付金により事業を進めていたところでし
たが、今回の浸水被害を受けて、事業効果を早期発
現するために、推進費を活用して事業を前倒し緊急
に河道掘削工や築堤工の整備対策を行いました。
　事例②は、台風による強風等に伴い地盤が緩み雨
水が浸透し、崖崩れが発生しました。この崖崩れに
より、大規模な岩盤崩落・崩壊が発生し、全面通行
止めとなりました。今回の崖崩れでは災害復旧事業
の対象となる異常気象が発生していないことから、
本推進費を活用して緊急に法枠工による法面対策を
行いました（次ページ 図− ２　活用事例参照）。

４ ．おわりに
　昨年 ９月の関東・東北豪雨を代表とするように、
平成23年に発生した東日本大震災以降、豪雨・豪雪・
強風、台風の発生等、甚大な被害をもたらす自然災
害の発生頻度が増加しています。平成28年は、自然
災害が少ない年となることが何より望まれますが、
もし災害が発生し、緊急な対策が必要となった場合
は、各種方策に加えて本制度の活用も併せて検討い

図− 1　予算配分のイメージ
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ただきたいと思います。
　この制度に関するご質問・ご相談等については、
下記窓口まで遠慮なくお問い合わせください。
　また、以下国土交通省のホームページにも、詳し
い情報や募集案内及び過去の配分事例を掲載してい
ますので是非ご覧願います。

（窓口）
国土交通省国土政策局広域地方政策課調整室
（直通）TEL	 03-5253-8360
　　　 FAX	03-5253-1572
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_
tk4_000002.html

図− 2　活用事例
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　平成27年度第 2回通常理事会が、平成28年 2 月26
日（金）12時30分から、千代田区平河町の砂防会館本
館 3階「筑後」で開催されました。

1.　出席者
　陣内会長　脇副会長　加藤副会長　小池副会長
　藤芳理事　松田理事　奥野理事　　秋本理事
　菅原理事　速水理事　品川監事
2.　来　賓
　国土交通省水管理・国土保全局防災課長　

平井秀輝 様

　平成27年度顧問会議が、平成28年 2 月26日（金）10
時30分から、千代田区平河町の砂防会館本館 3階「筑
後」で開催されました。

1.　出席者
陣内会長　加藤副会長　中村顧問　平尾顧問　

平成27年度第 2回通常理事会開催

平成27年度顧問会議開催

3.　審議事項
　平成28年度事業計画について
　平成28年度収支予算について
　規程類の制定について
　会員の入会について

　陣内会長の開会挨拶の後、脇副会長（参議院議員）
の挨拶があり、国土交通省水管理 ･国土保全局平井
防災課長の来賓挨拶をいただき、議事録署名人選任、
議案の説明・審議が行われ、いずれの議案も原案ど
おり決議されました。

松本顧問　細見顧問　井田顧問（代理：大関真
岡市建設部長）　福西顧問　縣顧問　佐々木顧問　
上総顧問
2.　議　題
　平成28年度事業計画について
　平成28年度収支予算について

協会だより
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平成28年　発生主要異常気象別被害報告 平成28年 ２ 月15日現在（単位：千円）
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